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要旨
　存在脅威管理理論によると、人は存在論的恐怖を顕現化されると、様々な手段を用いてそ
れを緩衝しようとするといわれている。最近では、存在論的恐怖を緩衝するために他者への
関係希求反応を高めるという知見が多数蓄積されている。本研究では MS 操作が初対面の異
性においても関係希求反応（例：相互作用相手との交流の積極性）を高めるかについて検討
する。ただし、関係を形成する段階において、初対面の異性に対して関係希求反応を高める
ことは、相手から拒絶されるというリスクを伴う可能性があり、緩衝効果が関係希求反応に
表出されないことが考えられる。そこで、本研究では、MS 操作による関係希求反応をより
表出しやすくするために、「積極性」や「アクティブさ」といった特性表象を有する肉食動
物（vs. 草食動物）のプライミングを行った。本研究の仮説は、MS 操作あり条件でなおか
つ肉食プライミング条件の参加者は、その他の条件の参加者に比べて、初対面の異性に対す
る関係希求反応を高めるだろうというものであった。関係希求反応の指標として、「交流の
積極性（交換エッセイの文字数、入力時間、顔写真選択人数）」を従属変数とした結果、MS
操作あり条件でなおかつ肉食プライミング条件の参加者は、その他の条件の参加者に比べて、
交換エッセイの文字数が多く、これは交流の積極性を示唆するものであった。
キーワード：存在脅威管理理論 , プライミング , 相互作用
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問題
　「死」は、いつか必ず訪れるものであり、避けることはできない。また、「死」が今日訪れ
るのか、数十年後に訪れるかについては、誰にも予測できない。このような自己の「死」の
不可避性や予測不能性の認識は、「存在論的恐怖」と呼ばれる根源的恐怖、不安を生じさせる。
存 在 脅 威 管 理 理 論（Terror Management Theory ; Greenberg, Pyszczynski, & Solomon, 
1986; Greenberg, Solomon, & Pyszczynski, 1997 ; Solomon, Greenberg, & Pyszczynski, 
1991）は、そのような解決不可避な恐怖に対して、人が行う象徴的な防衛を包括的に説明し
た理論である（脇本 , 2009）。この理論によると、人は「直接的不死概念（宗教などにみら
れる天国や極楽浄土のように、死後にも自分の人生が続くという概念）」、「象徴的不死概念（親
しい人の心の中に自分という存在が思い出として残るといった、自分の一部がこの世に残る
という概念）」を獲得することで象徴的な防衛を行う。この不死概念の獲得は、「文化的世界
観（ある文化に共有された価値観や信念の体系が個人に内在化された内的価値基準）」と「自
尊心（文化的世界観を信奉し、その価値基準を満たすことで得られる、社会にとって有意味
で有能な構成員であるという感覚）」を維持・防衛することによって達成され、存在論的恐
怖を緩衝するといわれている。
　この存在脅威管理理論には、基本仮説の一つとして「存在脅威顕現化仮説（以下、MS 仮説）」
がある。この仮説では、「存在論的恐怖の顕現化が、文化的不安緩衝装置に対する欲求を強
める」と考えられている。つまり、存在論的恐怖の顕現化として死の顕現化（以下、MS 操
作と略記する）を行うと、人は自尊感情の獲得・維持や、文化的世界観の支持・防衛をしよ
うとする。例えば、MS 操作を受けた参加者が文化的世界観の価値基準から逸脱する者（例：
売春をした者）に対してより多くの罰金を科すことや、文化的世界観の価値基準を満たす者
（例：溺れる子供を命がけで助けたなどの「英雄」）に対する報酬をより多くすることが示さ
れている（Rosenblatt, Greenberg, Solomon, Pyszczynski, & Lyon, 1989）。その他にも、MS
操作を受けた参加者は、参加者の所属する文化の内集団成員（同じ宗派の成員）をより肯定
的に評価し、外集団成員（異なる宗派の成員）をより否定的に評価することが示されている
（Greenberg, Pyszczynski, Solomon, Rosenblatt, Veeder, Kirkland, Lyon, 1990）。
対人関係による存在論的恐怖の緩衝効果
　最近では、他者との関係が存在論的恐怖を緩衝する機能をもつことが示されている。例え
ば、他者との関係による緩衝とは、「他者への関係希求反応」として表出される。対人関係
による緩衝効果を関係希求反応から検討した先行研究は多数あるが、関係希求反応といって
も対人関係にはいくつかの段階がある。例えば、今までの関係を維持する段階（関係維持）と、
関係を新しく形成する段階（関係形成）である。関係維持段階における先行研究では、研究
数はあまり多くないものの、MS 操作が恋人（Florian, Mikulincer, & Hirschberger, 2002）
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や親友（Wakimoto, 2007）に対するコミットメントを高めることが示されている。また、
Wakimoto（2006）によると、対人志向性の高い日本人大学生において、MS 操作条件は統
制条件に比べて、謙遜的態度（例：自分の成功に対する否定的態度）を強めることが示され
ている。次に、関係形成段階の研究では、MS 操作条件の参加者は統制条件の参加者に比べて、
「配偶者選択において配偶者に求める基準」を妥協しやすくすることが示されている
（Hirschberger, Florian, & Mikulincer, 2002）。また、Smieja, Kalaska, and Adamczyk （2006）
では、参加者に様々な異性と会話をしてもらい、異性に対する印象を評定させたところ、
MS 操作条件では統制条件に比べ、相互作用相手の魅力を高く評価する傾向があったことが
示されている。恋愛関係以外では、MS 操作が同性・同年代の架空人物に対する相互作用へ
の積極性を高めることが報告されている（Taubman-Ben-Ari, Findler, and Mikulincer, 2002, 
Study 1）。また、同じ研究の study3 では、MS 操作が拒絶不安を弱めることが示されている。
さらに、Wisman & Koole（2003）では、偶然集められた集団（グループディスカッション
をするために集まった）においても MS 操作が親和性（着席行動による他者への近接性）を
高めることが報告されている。
　しかしながら、先行研究では、関係希求反応による緩衝効果を行動指標で検討した知見は
あるものの、初対面の異性に対して行った研究はまだ少ないといえる。例えば、初対面の異
性に関する関係希求反応の指標として、先行研究で扱われているのは「配偶者に求める特性
の妥協（Hirschberger et al., 2002）」や「相互作用相手の魅力度の増加（Smieja et al., 
2006）」といった態度や印象であり、実際の行動指標においては検討されていないことが指
摘できるだろう。また一方で、Taubman-Ben-Ari et al. （2002）や Wisman & Koole（2003）
の知見では、相互作用の積極性や他者との近接性といった関係希求反応の行動面を指標とし
ているが、扱っている実験状況はあくまで「一般的な対人関係」であり、初対面の相手であっ
てもその後に親密な関係を形成し、継続していくような状況ではなかったことが指摘できる。
つまり、複数の人間と実験を共有するだけという「その場かぎりの関係」であるため、実験
参加者にとって相互作用相手から拒絶される脅威は少なかったと推測される。それでは、初
対面の異性と一対一で相互作用する場合も同様に関係希求反応を行動面から検出できるのだ
ろうか。初対面の異性に対しても「その場かぎりの関係」であれば、相手から拒絶される脅
威は少ないと考えられるが、今後関係が継続していく可能性のある初対面の異性と一対一で
相互作用する場合は恋愛や親密な関係を形成し継続することを意識するため、相互作用相手
からの拒絶に脅威を感じるかもしれない。関係を継続する可能性のある相互作用相手から拒
絶されることは、相互作用関係を通して得られる恩恵を失うだけでなく、拒絶を伴う心理的
苦痛や自己価値の低下によって、関係の中での自己が傷つきやすさが顕現化されると考えら
れる（e.g., Murray, Holmes, & Collins, 2006）。そのため、MS 操作を受けた際に、相手から
の拒絶を避けるため、関係希求反応を行動で表出せずに、関係希求反応以外の他の代替手段
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で緩衝しようとする可能性が考えられる。そこで本研究では、「積極性」や「アクティブさ」
といった特性表象の活性化を行うことで、「積極的な親和行動」を促進し、MS 操作による
関係希求反応に対する緩衝効果をより検出しやすくするよう試みた。
肉食・草食動物プライミング
　近年、社会心理学では、特性表象の活性化が態度や行動に影響を及ぼすという知見が多数
報告されてきた。例えば、Bargh, Chen, & Burrows（1996）では、黒人ステレオタイプの
活性化が態度に及ぼす影響について報告されている。この研究では、黒人男性の顔写真を閾
下プライミングした条件は、白人男性の顔写真を閾下プライミングした条件に比べて、実験
者の不愉快な要求に対してより攻撃的な態度を示したことが示されている。Aarts & 
Dijksterhuis（2002）では、動きの速い動物（例：チーター、カモシカ）や動きの遅い動物（例：
カタツムリ、カメ）のプライミングが、知覚者の動作を速くさせたり、遅くさせたりするこ
とが示されている。
　本研究では、肉食・草食動物についても参加者がそれぞれ何らかの特性（例：「積極性」
や「アクティブさ」）に関する知識を持っていることを仮定し、肉食動物または草食動物の
画像を用いたプライミングを行う。肉食・草食動物が一般的にどのような特性表象を有して
いるかを確かめるため、本研究では予備調査として、大学生 28 名（男性 9 名、女性 19 名）
を対象に「肉食動物や草食動物に対してどのようなイメージをもっているか」について自由
記述で尋ねた。その結果、肉食動物については、28 名中 25 名の人が「激しい」、「ガツガツ
している」、「強い」、「速い」、「積極的」というイメージをあげており、全体的にアクティブ
で積極的なイメージがあることが示唆された。また、草食動物については、28 名中 24 名の
人が「穏やか」、「おとなしい」、「弱い」、「臆病」、「慎重」というイメージをあげており、全
体的におとなしく受動的なイメージがあることが示唆された。
　そこで、本研究では、肉食動物（vs. 草食動物）の画像をプライミングすることで、「積極
性」や「アクティブさ」（vs.「受動的」、「大人しい」）といった特性表象を活性化できると
仮定した。つまり、肉食動物プライミングは、草食動物プライミングに比べて、「積極的」
な特性に関する心的構えを促進し、MS 操作で生じた存在論的恐怖を初対面の異性に対する
積極的な親和的行動によって緩和を図る可能性が考えられる。
本研究の目的
　本研究では、対人関係自体が存在論的恐怖を緩衝する機能をもつことを仮定し、MS 操作
と肉食・草食動物のプライミング操作が初対面の異性に対する関係希求行動（交流に対する
積極性）に影響を及ぼすかについて検討を行う。
　本研究の仮説は、次のとおりである。MS 操作によって死を顕現化された参加者で、なお
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かつ、肉食動物プライミング条件の参加者は、その他の条件の参加者に比べて、交流の積極
性をより増加させるだろう。本研究では、交流の積極性の指標として、「エッセイの文字数」、
「エッセイの入力時間」、「顔写真選択人数」の 3 つを用いて検討を行う。まず、エッセイの
文字数や入力時間に関しては、エッセイという課題の性質上、情報量が少ない初対面の相手
との会話を円滑にするためには、自分自身に関する情報や考えなどを多く書く必要があり、
相手と交流したいと思うほど、エッセイの文字数は多くなり、エッセイに取り組む時間は長
くなると予測される。顔写真選択人数に関しては、関係希求反応が高まることで、今後の交
流相手として多くの人数を選択すると考えられる。
対人関係による緩衝効果のメカニズムに関する代替説明
　対人関係による緩衝効果のメカニズムには、対人関係そのものが象徴的な不死概念をもつ
場合と、対人関係が文化的世界観や自尊心を媒介することによって存在論的恐怖を緩衝する
場合の 2 通りがある。前者の場合は、例えば、他者と親しい対人関係にあることにより、死
後も「自分を覚えてくれる人がいる」、「自分の子孫がいる」といった不死概念に関する信念
につながると考えられる。後者の場合は、一般的に「対人関係をもつことは望ましいこと」
と認識されているため、文化的世界観の支持や、自己高揚によって存在論的恐怖が緩衝され
る。つまり、後者の場合、他者への関係希求反応は自尊心を媒介するプロセスによって存在
論的恐怖を緩衝するため、MS 操作による関係希求反応は自己高揚のために行われると考え
られる。この考えに従うと、関係希求反応は特性的自尊心の高低によって調整されることに
なる。
　本研究では前者のメカニズム（対人関係自体が存在論的恐怖を緩衝すること）を仮定して
いるが、代替説明として以下のことが考えられる。特性的自尊心の高い人は、もともと持っ
ている自尊心で十分に存在論的恐怖を緩衝することができるため、MS 操作を受けても対人
関係希求反応を示さないが、特性的自尊心が低い人は、存在論的恐怖を十分に緩衝すること
ができないため、MS 操作後の関係希求反応により自尊感情を高め、自己高揚のために対処
しようとする可能性がある。しかしながら、いくつかの先行研究では、自己高揚による関係
希求反応のメカニズムに反する結果が報告されている。例えば、Smieja et al.（2006）は、
MS 操作が異性の魅力の評定に及ぼす効果が特性自尊心の高低によって調節されないと報告
している。また、Taubman-Ben-Ari et al.（2002）においても、MS 操作後の相互作用への
積極性などが特性自尊心によって調節されないことが示されている。本研究でも、同様の結
果が示されるかについても追加的に検討を行う。
　
方法
調査対象者
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　女子大学生 59 名に実験室実験を行った。分析では、実験課題に疑いを抱いた 2 名と避難
訓練により実験を中断することになった 1 名を除いた 56 名（年齢 19.14 ± 1.07 歳）を対象
とした。
研究デザイン
2（MS 処理：有・無）× 2（プライミング：肉食・草食）の被験者間 2 要因計画。
手続き
　本実験は、実験参加者に個別で実験を行った。実験参加者には、「3 つの課題のデモストレー
ション」として実験に参加してもらい、課題が実験などで実施可能かどうかを調べることを
目的としていると教示した。
　はじめに、実験参加者のプロフィール用の顔写真の撮影を行った。この顔写真は、のちの
交換エッセイ課題で用いられるもので、実験参加者には、実験終了後にすぐに画像を削除す
ることを説明したうえで、顔写真の撮影をしてもよいか尋ねた。結果的に、全ての参加者が
顔写真の撮影を承諾した。顔写真撮影後は、プロフィールを書く用紙を配布し、ニックネー
ム、学年、趣味の記入を求めた。なお、顔写真とプロフィールについては、実際の実験では
使用されず、あくまで実験状況の信憑性を高めるために行われた。
MS 操作
　次に、MS 操作を行った。MS 操作の有無は無作為に割り当てられた。MS 操作あり条件
に割り当てられた参加者は、「死に関する質問 20 項目（脇本 , 2007）」に回答するよう求め
られた。この質問項目は脇本（2007）に従い、以下の教示が書かれていた。
　「近年、脳死臓器移植やいじめによる自殺など、人間の死についても話題が多く報道され
ています。死ということについてどう考えるのかは、我々にとって重要な問題です。下には、
死についての様々な考え方が書かれています。それぞれの考えは、あなた自身の思いや気持
ちにどの程度あてはまりますか？数字に○をつけて教えてください。」
　質問項目は、「自分が消滅してしまうと思うと恐ろしい」、「死後、自分の体に起こること
が怖い」などがあり、参加者は 6 件法（6: 強くそう思う -1: 全くそう思わない）で評定する
よう求められた。MS 操作なし条件に割り当てられた参加者は、特に質問項目への回答は求
められなかった。
絵の好ましさ評定
　次に、「絵の好ましさ評定」を行った。実験参加者は、パソコン上に順々に呈示された中
性的な絵画（全 30 画像）が「好ましい」か「好ましくない」かについてキーを押して評定
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するよう求められた。
　この課題では、絵画の呈示直前に画面の中央に肉食動物（または草食動物）の画像が
25ms 呈示された。このプライミングは、肉食動物もしくは草食動物の画像のどちらか一方
が 5 枚ずつ、計 5 回（全 25 試行）とフィラー画像（建物）が 5 枚呈示されていた。プライ
ミング画像はいずれも無作為に呈示されるように設定されていた。参加者が肉食動物もしく
は草食動物のどちらを呈示されるかは、無作為に割り当てられていた。画像に用いられた動
物の種類は、予備調査であげられたものであり、肉食動物プライミングでは、「ライオン」、
「チーター」、「トラ」の画像、草食動物プライミングでは、「ヒツジ」、「シマウマ」、「ヤギ」
の画像を使用した。
交換エッセイ課題
　次に、交換エッセイ課題を行った。この課題は、ソーシャルネットワークサービスを開発
するという（架空の）プロジェクトとして、大学間のコミュニケーションを図ることを目的
としていると説明された。参加者には今からそのデモストレーションとして、無作為に選ば
れた他大学の異性 （架空のターゲット人物）とインターネットを介してエッセイ（自分の考
えや意見）の交換をしてほしいと教示した。その際、1）ターゲット人物の所属する他大学
でも現在、同じ実験が同時に行われていること、2） 参加者はこの交換エッセイ課題を通し
て相手ともっと交流したいと感じたら、実験終了後も自宅で相手とエッセイの交換を継続可
能であることが説明された。つまり、参加者は、他大学の学生とのやりとり次第で、今後も
相手と関わることが可能であることを示唆されていた。具体的な交換エッセイ課題に関する
教示は以下のとおりである。
　「最近のソーシャルネットワークサービスでは、短期的に会話を送りあうチャットやメー
ル機能が普通ですが、今回やっていただく交換エッセイでは、手紙やエッセイのように自分
自身の思いや考えをまとまった文章で送りあうことで、よりお互いに仲良くなれるのではな
いかと考えています。つまり、時間をかけて自分の情報について語ったり、相手のことを尋
ねたりして、お互いに「エッセイ」を書いていただくことになります。今日は開発段階のデ
モンストレーションとして、他大学でも現在同じ実験を行っていますので、これからネット
を介して他大学の方と試していただきたいと思います。
　ちなみに、エッセイのやり取りをする相手は、こちらでランダムに選んだ他大学の学生で
す。先ほど送られてきた、相手の資料はこちらです（プロフィールを呈示する）。相手の人
には、（実験参加者）さんのプロフィールが送られています。ある程度まとまった文章を書
くには、相手の人の情報がもっとほしいかもしれませんが、この実験では、純粋な交換エッ
セイの効果を調べたいため、一部の情報だけを呈示させていただきます。相手の方も同じ情
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報量でエッセイのやりとりをしていただきます。
　今日はエッセイを 2、3 回ほどやり取りをしていただきますが、お互いに面白そうだと感
じたら、この実験終了後も相手の方と自宅でエッセイの交換を続けることができます。ネッ
ト環境さえあれば、今回のエッセイ機能を使って、お互いにメールアドレスを知らなくても
やりとりができるようになります。ちなみに、開発者はエッセイの内容というよりも、エッ
セイ機能の使い勝手について意見や感想をいただきたいとのことなので、エッセイの内容を
見せていただく必要はありません。その代わり、1 ヶ月後にエッセイ機能についての簡単な
感想アンケートに回答していただけましたら幸いです。」
　実験者は上記の教示後、他大学の実験の進行具合を確認し（実際には他大学で実験は行わ
れていない）、自分達の実験の方が向こうの大学の実験よりも進行が速いため、実験参加者
の方から先にターゲットにエッセイを書いてほしいと教示した。また、その際、エッセイを
書く時間や文字数に制限はないこと、エッセイの内容に関しては自由であることが強調され
た。
　交換エッセイ課題は、「チャットの掲示板」のようなプログラム（Visual Basic によって
作成）を用いて行われた。このアプリケーションでは、「エッセイのやりとりを行う掲示板」
と、「エッセイを書き込む欄」の 2 つが設定されていた。エッセイを書き込む欄の横にはロ
グインボタンがあり、表向きの説明では、参加者がログインボタンを押すと相手側の大学に
こちらがログインしたことが知らされると同時に、エッセイの書き込みができるようになる
ことが説明された。しかしながら実際は、実験者からエッセイを書くよう指示があった直後
に押すことで、参加者のエッセイの書き込み時間を測定する機能があった。また、ログイン
ボタンを押すと、数十秒たってからターゲット人物がログインしたかのように表示される設
定になっていた。そして、参加者はエッセイを書き終わったら、「送信」ボタンを押してエッ
セイの投稿をするよう教示されていた。つまり、ログインボタンを押してから、送信ボタン
を押すまでの時間が「エッセイの入力時間」として測定されていた。参加者が 1 回目のエッ
セイを送信した後、実験者は「ターゲット人物からエッセイの返信が返ってくるまで多少時
間がかかるため、別の課題に協力してほしい」と教示した。
顔写真リストの呈示
　ターゲット人物からエッセイの返信が返ってくるまでの間、交換エッセイ課題とは別のプ
ロジェクトの説明が行われた。このプロジェクトでは、複数の他大学の異性と 1 ヶ月ほどエッ
セイのやり取りをするモニターを探していることが説明された。その際、プロジェクトのモ
ニターになるかどうかはあとで改めて尋ねると教示したうえで、まずは顔写真リストを見て
もらい、実験参加者自身が交流してもよいと思える顔写真に何人でもよいのでチェックを入
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れてほしいと教示した。そして、もしも参加者がこのプロジェクトのモニターになる場合は、
全ての希望に沿えるとは限らないが、参加者自身がチェックを入れた異性ターゲットと交流
できるようにすると説明した。なお、顔写真リストの用紙は A4 の紙 1 枚に 15 名分の他大
学の異性の顔写真が呈示されており、顔写真の下にチェックを入れられるようになっていた。
この顔写真リストは、匿名性の考慮のため、名前を書く欄はなく、番号だけがふられていた。
実験参加者は、交流したいと思う異性にチェックを入れた後、顔写真リストを封筒に入れる
よう教示された。その際、実験者が直接回収するのではなく、実験室に備え付けてあるポス
トに実験参加者自身の手で投函してもらった。
　顔写真リストにチェックした後、「絵の好ましさ評定課題」をもう一回実施した。その際、
抽象的な絵画は 1 回目に提示したものと同じものを呈示したが、プライミングは 1 回目とは
異なる動物プライミングが行われた（1 回目に肉食動物プライミングだった場合は、草食動
物プライミングを行った。その逆も同様であった。）。「絵の好ましさ評定課題」を 2 回実施
した理由は、肉食動物と草食動物両方の好ましさを測定するためであった。2 回目の「絵の
好ましさ評定課題」を実施した後、いくつかの質問紙に回答を求めた。質問紙は、自尊感情
尺度（山本・松井・山成 , 1982）などの個人差変数やデモグラフィックによって構成されて
いた。
デブリーフィング
　最後に、プライミング操作による影響や目的、また課題間の関連性を自覚していなかった
かを口頭で確認した。その結果、交換エッセイ課題が架空のものであると疑いをもっていた
2 名は分析から除外した。また、実験の目的やプライミング操作による影響、課題間の関連
性に気付いたものはいなかった。その後、実験目的や手続きについてデブリーフィングを行っ
た。実験に際して不快を訴えた者はいなかった。
結果
分析前の処理　エッセイの文字数および顔写真選択人数は、3 標準偏差を超えるデータが
みられなかったため、そのまま分析を行った。また、エッセイの入力時間は、対数変換を行っ
た。
仮説の検証　交流の積極性の指標として 3 つの従属変数（エッセイの文字数・入力時間・
顔写真選択人数）それぞれに対して、MS 操作×肉食・草食動物プライミングの 2 要因分散
分析を行った。
　その結果、エッセイの文字数において、MS 操作の主効果（F（1, 52）=6.61, p<.05）、肉食・
草食動物プライミングの主効果（F（1, 52）=7.54, p<.01）、交互作用（F（1, 52）=4.39, 
p<.05）ともに有意な効果がみられた。MS 操作あり条件において単純主効果検定を行った
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結果、肉食動物プライミング条件が草食動物プライミング条件よりも有意に文字数が多かっ
た（F（1, 52）=12.15, p=.001）。MS 操作なし条件において、肉食動物プライミング条件と
草食動物プライミング条件に有意な差はみられなかった（F（1, 52）=0.20, n.s.）。次に、肉
食プライミング条件において単純主効果検定を行った結果、MS 操作あり条件の参加者は、
MS 操作なし条件の参加者よりも有意に文字数が多かった（F（1, 52）=10.51, p<.01）。草食
動物プライミング条件において、MS 操作あり条件と MS 操作なし条件に有意な差はみられ
なかった（F（1, 52）=0.12, n.s.）。以上のことから、MS 操作あり条件で、なおかつ肉食プ
ライミング条件の参加者は、その他の条件の参加者に比べてエッセイの文字数が最も多く、
仮説を支持していた（図 1）。
　次に、対数変換を行ったエッセイの入力時間においては、MS 操作の主効果（F（1, 49）
=0.00, n.s.）、肉食・草食動物プライミングの主効果（F（1, 49）=1.46, n.s.）、交互作用（F（1, 
49）=1.67, n.s.）のいずれにおいても有意な効果はみられなかった。しかし、入力時間の平
均値パターンをみると、MS 操作あり条件で、なおかつ肉食動物プライミング条件の参加者
（M=357.14）は、その他の条件の参加者（MS 操作あり・草食動物プライミング条件：
M=242.13, MS 操作なし・肉食動物プライミング条件：M=357.14）に比べて最もエッセイの
図1　エッセイの文字数におけるMS操作とプライミングの交互作用効果
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入力時間の値が大きかった。
　顔写真選択人数においては、有意傾向ではあるが、MS 操作の主効果がみられた（F（1, 
51）=3.26, p<.10）。MS 操作あり条件（M=3.02）は、MS 操作なし条件（M=1.92）よりも顔
写真の選択人数が多かった。しかしながら、肉食・草食動物プライミングの主効果（F（1, 
51）=0.03, n.s.）、交互作用（F（1, 51）=1.40, n.s.）において、有意な効果はみられなかった。
　次に、代替説明として、MS 操作による関係希求反応が自己高揚のために行われたかを確
認するため、3 つの従属変数（エッセイの文字数・入力時間・顔写真選択人数）を目的変数
とし、MS 操作、肉食・草食動物プライミング、特性自尊心およびこれらの交互作用項を説
明変数とする一般線形モデルによる分析を行った。その結果、どの変数においても有意な交
互作用効果はみられなかった（それぞれ順に ; F（1, 48）=0.14, n.s. ; F（1, 45）=1.68, n.s. ; F
（1, 47）=2.53, n.s.）。これらの結果から、MS 操作による関係希求反応は特性自尊心によっ
て調整されず、MS 操作後の関係希求反応が自己高揚のために行われるという代替説明は支
持されなかった。
考察
　本研究では、MS 操作と肉食・草食動物のプライミング操作が初対面の異性に対する関係
希求反応（交流に対する積極性）に影響を及ぼすかについて検討を行った。交流に対する積
極性の指標として、「エッセイの文字数」、「エッセイの入力時間」、「顔写真選択人数」それ
ぞれを従属変数として分析を行った。その結果、「エッセイの文字数」において、MS 操作
あり条件で、なおかつ肉食動物プライミング条件だった参加者は、その他の条件の参加者に
比べて、最もエッセイの文字数が多く、仮説を支持する結果が得られた。また、「エッセイ
の入力時間」では、有意な結果は得られなかったが、平均値パターンにおいては、MS 操作
あり条件で、なおかつ肉食動物プライミング条件だった参加者が、その他の条件の参加者に
比べて、最もエッセイの入力時間が長く、仮説を支持する傾向がみられた。これらの結果か
ら、存在論的恐怖が顕現化された参加者で、なおかつ「積極性」や「アクティブ」な心的構
えが喚起された参加者は、他者への関係希求反応として「エッセイ」による交流の積極性を
高めることで、存在論的恐怖を緩衝したと考えられる。
　しかしながら、「顔写真選択人数」において、仮説は支持されなかった。その理由としては、
以下のことが考えられる。まず、実験手続き上の問題として、エッセイ課題と顔写真選択の
順序効果があげられるだろう。実験の手続き上、本実験では課題の順序を変えることができ
なかったため、エッセイ課題の時点ですでに関係希求反応の緩衝効果が得られた可能性があ
る。つまり、顔写真選択を行う時点では、すでに存在論的恐怖が緩衝されていたため、関係
希求反応の高まりを検出することができなかったと考えられる。その他にも、顔写真選択の
課題自体の問題もあげられるだろう。顔写真選択では、無記名で記入し、実験参加者自身の
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手でポストに投函してもらうといった匿名性を強調していたが、実験参加者にとっては社会
的望ましさの影響があったことが考えられる。また、顔写真選択の課題は、実際にモニター
になるか否かをのちほど決めてもらうという教示があったため、モニターに参加する意図が
ない実験参加者にとっては、顔写真選択に対するモチベーションが低く、集中して回答して
いなかった可能性が考えられる。
　次に、MS 操作による関係希求反応が自己高揚によって媒介されるかという代替説明につ
いて考察する。この代替説明は、特性的自尊心の高い人は、もともと持っている自尊心で十
分に存在論的恐怖を緩衝することができるため、MS 操作を受けても対人関係希求反応を示
さないが、特性的自尊心が低い人は、存在論的恐怖を十分に緩衝することができないため、
MS 操作後の関係希求反応により自尊感情を高め、自己高揚のために対処しようとするとい
う仮説である。つまり、特性自尊心の調整効果がみられる場合は、上記の代替説明が採用さ
れることになる。本研究の結果は、「交流の積極性」は特性自尊心の高低によって調整されず、
代替説明は排除できるといえるだろう。本研究の結果は、存在論的恐怖が顕現化されたとき
に、他者との関係希求反応自体に緩衝効果があったと考えられ、先行研究（Smieja et al., 
2006 ; Taubman-Ben-Ari et al., 2002）を支持する結果となった。
今後の課題
　本研究では、肉食・草食動物プライミングに関する具体的なプロセスは検証されていない
ため、今後の検討が必要であろう。例えば、肉食動物プライミングは、特性表象の活性化に
よって「積極性」や「アクティブ」といった心的構えを喚起したというプロセス以外にも、
肉食動物の知覚による恐怖感情の増加による影響によっても説明できる。この場合、存在論
的恐怖から喚起された恐怖感情が、肉食動物の知覚によってより高まったため、関係希求反
応による緩衝効果が検出されたという説明が考えられる。また、肉食・草食動物プライミン
グには、「異性への積極性」に関する知識（例：一般的に言われている「肉食系女子 vs. 草
食系男子」）が活性化していた可能性も考えられる。以上のことから、肉食・草食動物プラ
イミングについては、今後も具体的なプロセスを検証していく必要がある。
　その他にも、実験手続きの課題があげられる。本研究では、MS 操作として MS 操作あり
条件では「死に関する質問 20 項目」に回答を求めたが、MS 操作なし条件においては特に
何も行わなかった。しかしながら、Florian et al.（2001）や脇本（2009）では、MS 操作な
し条件に対してもフィラー課題を行っている。例えば、MS 操作あり条件と同様の質問項目
数ではあるが、「死」とは無関連な質問項目（例：「余暇にどの程度、ある活動を行うか」）
に回答を求めている。実験手続きとして、今後は MS 操作なし条件に対しても、先行研究と
同様に、フィラー課題を行う必要があるだろう。
　さらに、関係希求反応の緩衝効果に関する性差について検討を行う必要もあるだろう。例
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えば先行研究では、恋愛反応においての緩衝効果には性差があることが示されている。
Arndt, Greenberg, & Cook（2002）では、MS 操作によってはじめに活性化される概念に性
差があることを報告している。この研究では、MS 操作後に男性は愛国心関連概念を活性化
していたが、女性は恋愛関連概念の活性化が生じていた。そのため、同じ MS 操作を行った
としても、性別によって活性化される概念は異なると考えられる。本研究では、女性の実験
参加者のみを対象に実験を行ったため、MS 操作を行った際に、異性に対する関係希求に影
響がみられやすかったことが考えられる。今後の研究では、男性の実験参加者においても同
様の結果がみられるかについて再度検討する必要があるだろう。
注
1）　 本研究は、日本社会心理学会第 53 回大会において発表された。
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存在論的恐怖が初対面の異性に対する関係希求反応に及ぼす影響
Influence of ontological terror and
animal priming on the relationship seeking reaction 
of the opposite sex first meeting
KOBAYASHI, Mai
KIYOTA, Naoyuki
KITAMURA, Hideya
　We examined whether mortality salience and carnivorous（vs. herbivore）animals 
priming increased willingness to initiate social interactions, which buffer ontological terror. 
Previous studies have revealed that mortality salience led to increased affiliation strivings. 
Moreover, our pilot study suggested that presentation of carnivorous animals made 
participants activate active trait representation, whereas herbivore animals priming made 
participants activate passive trait representation. We hypothesized that participants in 
carnivorous priming condition with mortality salience, compared to other condition, would 
enhance the relationship seeking reaction. As a result, participants in carnivorous priming 
condition with mortality salience wrote a lot of short essays, which suggested their 
affiliation striving was increased. These results partly supported our hypothesis. These 
findings were discussed in light of the terror management function of close relationships.
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